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独
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「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
は
、
並
回
連
土
教
会
(
基
督
友
会
)
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
日

本
平
和
会
の
機
関
雑
誌
『
平
和
』
第
六
号
(
明
お
・

9
)
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の

評
文
に
お
い
て
、
透
谷
は
、
人
間
存
立
の
重
で
あ
る
「
警
」
と
い
う
観
念
崎
港
引
先
い

る
。
乙
の
観
念
は
、
後
に
、
「
内
部
生
命
論
」
(
明
お
・

5
)
に
お
い
て
、
「
内
部
の
生
命
」

と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
乙
れ
が
ク
ェ
!
カ
リ
ズ
ム
と
の
交
渉
に
よ
り
て
成
立
し
た
観
念

ヨ
3

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
笹
淵
友
一
氏
の
詳
細
な
論
証
が
あ
る
。

「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
に
は
、
「
秘
宮
」
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
の
関
連
を
裏
付
け
る
次

の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。

唯
た
夫
れ
老
荘
の
、
心
を
以
て
太
虚
と
な
し
、
乙
の
太
虚
乙
そ
民
理
の
形
象
な
り
と
認
む

る
如
き
、
又
は
陽
明
派
の
良
知
良
能
、
間
信
の
心
は
宇
宙
の
至
粋
に
し
て
心
と
民
連
と
殆

一
一
勝
視
す
る
が
如
き
は
基
督
教
の
心
を
備
へ
た
る
後
に
員
理
を
迎
ふ
る
も
の
と
同
一
視
す

べ
か
ら
ず
。

こ
こ
で
は
、
老
荘
・
陽
明
派
・
禅
と
い
っ
た
伝
統
的
な
心
論
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
独
自

性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
心
そ
の
も
の
を
絶
対
化
す
る
伝
統
的
な
心
論
に
対
し
て
、
透
谷
は
、

自
己
の
「
心
」
霊
視
説
を
、
心
と
他
者
な
る
神
と
の
応
答
的
関
係
を
重
ん
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
の

立
場
に
根
ざ
し
た
も
の
と
す
る
。
乙
の
透
谷
の
発
言
か
ら
見
て
、
「
秘
宮
」
が
キ
リ
ス
ト
教
思

想
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
だ
が
、
同
じ
評
文
中
に
は
、
さ
ら
に
注

目
す
べ
き
次
の
よ
う
な
発
言
も
見
ら
れ
る
。
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一
因
の
愛
図
心
を
も
一
因
の
思
想
を
も
一
因
の
元
気
を
も
一
閣
の
高
妙
な
る
趣
味
を
も
室

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

ぐ
苅
登
し
て
以
て
幅
音
を
布
か
ん
と
す
、
何
す
れ
ぞ
回
国
の
沃
質
を
洗
幣
し
室
し
て
然
る

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

後
に
菜
木
を
積
ゆ
る
に
異
な
ら
ん
や
。
心
の
奥
の
秘
宮
の
門
を
鎖
し
て
軽
浮
な
る
第
一
宮

の
修
道
を
以
て
世
を
救
は
ん
と
す
る
の
弊
や
知
る
べ
き
な
り
。

乙
れ
は
、
宣
教
師
の
学
問
軽
視
に
対
す
る
批
判
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
乙
に

IlJ 

謙

次

田

は
、
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
日
本
の
精
神
文
化
の
伝
統
が
生
か
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
主
張
が
見

ら
れ
、
透
谷
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
方
法
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
乙
の
乙
と
は
、
ま

た
、
「
秘
宮
」
が
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ

が
、
決
し
て
自
ら
の
伝
統
と
手
を
切
っ
た
と
乙
ろ
で
形
成
さ
れ
た
観
念
で
は
な
い
乙
と
を
物
語

る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
「
秘
宮
」
の
成
立
に
は
、
ク
エ
|
カ
リ
ズ
ム
の
み
で
な
く
、
そ
の
受

容
基
盤
た
る
透
谷
の
伝
統
的
素
地
が
さ
ら
に
介
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
点
に
関
し
て
も
、
笹
淵
氏
は
充
分
留
意
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
、
こ
の
点

に
関
す
る
氏
の
指
摘
は
、
老
荘
思
想
・
符
・
陽
明
学
を
一
括
し
て
、
「
広
く
東
洋
神
秘
主
義
思

想
」
の
参
与
を
推
定
し
た
お
お
ま
か
な
も
の
で
あ
っ
て
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
透
谷
の
伝
統
的
教
養
に
お
い
て
、
老
荘
思
想
・
禅
-

陽
明
学
を
一
括
し
て
捉
え
る
乙
と
が
、
は
た
し
て
妥
当
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

透
谷
は
、
『
平
和
』
誌
上
に
お
い
て
、
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
『
黙
』
の
一
字
」
(
七
号
、
明
お

-m)
・
「
心
の
死
活
を
論
ず
」
(
十
号
、
明
お
・

l
)
・

「
心
池
蓮
」
(
十
一
号
、
明
お
・

3
)
な
ど
一
連
の
、
心
を
軸
と
す
る
評
文
を
書
き
つ
ぐ
。

そ
の
な
か
に
は
、
「
遣
を
談
ず
る
は
窪
を
道
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
」
(
「
『
黙
』
の
一
字
」
〉
と

か
、
「
わ
れ
は
静
を
、
必
ず
し
も
枯
乾
し
た
る
栂
傍
の
意
味
に
於
て
言
ふ
に
あ
ら
ず
U

(

「心

の
死
活
を
論
ず
」
)
と
か
と
い
っ
た
発
言
が
見
ら
れ
、
老
荘
思
想
や
禅
に
代
表
さ
れ
る
単
純
な

寂
静
主
義
へ
の
、
透
谷
の
批
判
意
識
が
、
そ
乙
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
陽
明
学
に
関
し
て
は
、

何
ぞ
絶
対
と
云
は
む
。
何
ぞ
天
国
と
謂
は
む
。
何
ぞ
高
天
を
仰
ひ
で
民
善
美
を
喚
呼
す

る
を
須
ひ
む
。
五
日
人
は
こ
の
婆
婆
世
界
に
於
て
、
彼
の
遠
天
に
求
む
べ
き
香
妙
の
物
を
享

有
す
る
の
路
を
有
す
る
な
り
。

坐
中
朗
是
天
台
路
不
須
漁
郎
更
問
津

と
詔
ひ
た
る
陽
明
は
薄
弱
な
る
厭
世
家
を
戒
む
る
に
品
開
り
あ
り
。
(
「
心
池
蓮
」
)

と
あ
る
よ
う
に
、
空
寂
に
泥
み
現
世
を
軽
ん
ず
る
休
の
思
想
傾
向
と
対
立
す
る
自
己
の
立
場
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を
、
む
し
ろ
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
、
援
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
の
発
言
は
、

宮
内
の
秘
宮
」
に
見
ら
れ
る
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

出
世
間
の
出
世
間
の
事
を
行
ふ
よ
り
在
世
間
の
出
世
間
の
事
を
行
ふ
の
寧
ろ
大
に
し
て
民

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

な
み
事
を
記
憶
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
基
督
の
数
理
も
亦
た
弦
に
存
す
、
彼
は
遁
世
を
教
へ

ず
し
て
世
に
う
ち
時
間
つ
乙
と
を
教
へ
た
り
、

と
い
う
発
言
の
趣
旨
と
も
一
致
す
る
。

こ
う
し
た
一
述
の
透
谷
の
発
言
は
、
彼
の
伝
統
的
教
義
の
な
か
で
、
陽
明
学
が
、
キ
リ
ス
ト

教
思
想
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
の
受
容
基
盤
と
し
て
、
最
も
有
力
に
機
能
し
て
い
た
も
の
は
、
や
は
り
陽
明
学
で

除
Z
O
M

あ
っ
た
と
思
わ
れ
&
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
秘
宮
」
の
形
成
に
関
与
し
た
伝
統
的
思
想
と
し
て

は
、
東
洋
神
秘
主
義
思
想
の
な
か
で
も
、
陽
明
学
乙
そ
が
最
も
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

乙
の
乙
と
に
関
連
し
て
、
と
り
わ
け
注
意
を
引
く
の
は
、
「
内
部
生
命
論
」
に
見
ら
れ
る
次

の
発
言
で
あ
る
。

。
。
。
。

孔
子
ハ
注
、
実
際
は
宣
子
で
あ
る
。
)
も
泊
は
担
き
に
あ
り
と
設
か
ざ
れ
ば
一
個
の
厳
留

者
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
り
。
活
は
謂
き
に
あ
り
と
言
ひ
た
る
も
の
即
ち
人
間
の
秘
奥
の

心
官
を
認
め
た
る
も
の
な
り
。
〈
注
は
、
筆
者
)

童
子
の
「
誼
は
荊
き
に
あ
り
」
に
対
す
る
透
谷
の
乙
の
理
解
の
仕
方
は
、
道
を
内
化
し
て
捉

。
。
。
。
九
t
.

、
。
。
。
。
。

え
る
、
「
心
の
外
に
遣
を
見
る
も
の
は
な
く
心
の
外
に
行
を
作
す
も
の
は
な
し
口
(
「
『
町
』

の
=
子
」
)
と
い
っ
た
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
乙
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
が
陽
明
学
的
で

あ
る
こ
と
は
、
「
心
印
芯
」
や
「
無
心
外
之
理
、
無
心
外
之
物
」
と
い
っ
た
陽
明
の
言
葉
が

あ
る
乙
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
透
谷
は
、
乙
乙
で
、
儒
教
の
な
か
に
、
「
秘

宮
」
の
観
念
と
つ
な
が
る
思
惟
が
存
す
る
乙
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
乙
の
発

言
が
「
秘
官
」
と
伝
統
思
想
と
の
関
述
に
直
接
触
れ
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
、

示
唆
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
お
そ
ら
く
「
秘
宮
」
の
形
成
に
は
、

ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
の
み
で
な
く
、
そ
の
受
容
忍
盤
た
る
陽
明
学
的
思
惟
が
、
訟
は
、
陽
明
学
的

理
解
に
基
づ
い
た
儒
教
の
あ
る
観
念
が
、
さ
ら
に
介
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。

さ
て
、
そ
乙
で
、
乙
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
「
秘
宮
」
成
立
に
関
す
る
一
つ
の
試
突
を
提
出

し
て
み
た
い
。

「
各
人
心

r、
一一、ー〆

「
秘
宮
」
が
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
乙
と
は
確
か
だ
が
、
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
秘
宮
」
に
関
し
た
透
谷
の
発
言
の
な
か
に
は
、
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
と
の
聞

に
微
妙
な
差
異
を
認
め
る
と
と
の
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
私
に
は
、
そ
の
差
異
が
ク
ェ

l
カ
リ

ズ
ム
と
そ
の
受
容
基
盤
た
る
遜
谷
の
伝
統
的
索
地
と
の
短
絡
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
よ

う
に
恩
わ
れ
、
従
っ
て
、
そ
乙
に
、
「
秘
宮
」
の
形
成
に
関
わ
る
さ
ら
な
る
要
素
と
し
て
の
あ

る
伝
統
的
な
観
念
が
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
ま
ず
は
、
「
秘

宮
」
と
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
を
、
透
谷
の
叙
述
の
順
序
に
即
し
て
再
検
討
し
て
い
く
乙

と
か
ら
始
め
た
い
。

透
谷
は
、
「
わ
が
感
得
し
た
る
と
乙
ろ
」
の
「
心
宮
内
の
秘
殿
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
次
の
よ

う
に
述
ぺ
て
い
る
。

聖
怨
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
静
肢
を
以
て
刊
の
座
す
と
乙
ろ
と
せ
り
、
其
耐
殿
に
笠
所
あ
り

至
聖
所
あ
り
、
至
聖
所
に
は
祭
司
の
長
の
外
之
に
入
る
乙
と
を
得
る
も
の
甚
だ
稀
な
り
と

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

得
ふ
。
わ
れ
惟
九
ら
く
人
の
心
も
亦
た
斯
く
の
如
く
な
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
心
に
宮
あ
り
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

宮
の
奥
に
更
に
他
の
宮
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。

「
秘
宮
」
を
「
至
聖
所
」
に
比
す
こ
の
発
想
は
、
「
秘
宮
」
が
神
の
顕
現
の
場
で
あ
る
乙
と

を
意
味
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
神
秘
的
実
在
と
し
て
の
心
を
重
視
す
る
発
想
は
、

笹
淵
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
の
特
色
な
の
で
あ
る
。
竹
村
豊
太
郎
氏

持
U
0
4
0

は
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
信
仰
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
お
ら
れ
る
。

て
す
べ
て
の
人
聞
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
乙
と
に
よ
っ
て
神
の
恩
寵
の
下

に
生
き
が
い
あ
る
生
活
に
入
ら
し
め
ら
れ
る
。

二
、
乙
の
乙
と
が
成
就
す
る
の
は
、
村
が
は
じ
め
か
ら
人
間
の
う
ち
に
あ
っ
て
働
い
て
い

た
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
内
な
る
光
と
よ
ぷ
か
よ
ば
な
い
か
は
木
質
的
で
は
な

3

。
-hw 

三
、
乙
の
神
の
は
た
ら
き
は
だ
れ
に
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
べ
て
の
ひ
と
は

同
じ
よ
う
に
貨
と
く
、
こ
と
ご
と
く
恩
寵
ぞ
約
束
さ
れ
、
ま
た
完
全
へ
の
招
き
を
・
つ
け

て
い
る
。

四
、
乙
の
神
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
啓
示
は
日
じ
る
も
の
に
た
い
し
直
接
に
、
か
っ
今

日
も
な
お
引
き
つ
づ
い
て
、
与
え
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
要
約
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
信
仰
の
果
的
叫
は
、
「
神
が
は
じ
め
か

ら
人
間
の
う
ち
に
あ
っ
て
働
い
て
い
た
ま
う
」
乙
と
を
信
ず
る
乙
と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の

宗
教
的
特
色
は
、
神
の
直
按
一
杯
一
不
と
い
う
神
秘
的
体
験
を
重
ん
ず
る
と
乙
ろ
に
あ
る
。
透
谷
の

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
0

3

3

3

3

3

0

0

3

3

「
秘
宮
」
論
の
な
か
に
は
、
ま
た
「
心
の
奥
の
秘
宮
聞
か
れ
て
聖
霊
の
続
失
長
恥
U
努
ル
レ
か

。
。
。
。
。
。
。
。

る
瞬
時
に
於
て
と
そ
U

と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。
乙
の
表
現
は
、
「
割
判
官
」
を
「
卒
一
四
円
所
」
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に
比
す
発
想
と
と
も
に
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
そ
う
し
た
特
色
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
ち
な
み
に

い
え
ば
、
こ
の
表
現
は
、
洗
礼
と
い
う
儀
式
の
形
際
化
を
批
判
し
て
、
そ
の
其
怠
を
説
明
し
た

も
の
だ
が
、
乙
の
洗
礼
に
関
す
る
発
言
も
ク
エ
ー
カ
ー
の
考
え
方
と
一
致
し
て
い
る
。
「
秘

宮
」
山
一
一
加
に
見
ら
れ
る
そ
の
他
の
宗
教
的
発
言
(
信
条
、
聖
書
、
祈
時
に
関
す
る
発
一
甘
口
)
も
、
す

べ
て
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
の
傾
向
と
相
通
じ
て
い
る
。

さ
て
、
次
に
透
谷
は
、
心
を
「
第
一
の
宮
」
と
「
秘
宮
」
と
に
蹄
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性

質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

心
に
官
あ
り
、
官
の
奥
に
他
の
ね
官
あ
り
、
そ
の
第
一
の
宮
に
は
人
の
探
り
悶
る
事
を

か
わ
』
小
炉
、
や
か
砂
九
rhr小
V
L
r
h
b
b
h
wい
で
や
か
h
v
h
や
訟
炉
い
か
で
そ
の
第
一
の

宮
に
於
て
ん
は
其
庭
世
の
症
を
講
じ
其
希
野
其
生
か
の
表
白
を
な
せ
ど
第
二
の
秘
岳
山
町
九
V

U
沈
実
に
し
て
無
一
寸
一
口
、
荒
川
世
の
大
詩
人
を
も
之
に
突
入
す
る
を
得
せ
し
め
や
。

今
の
世
の
民
担
を
泊
求
し
拍
帽
を
修
す
る
も
の
を
見
る
に
、
第
一
の
宮
は
常
に
開
け
て
箆

理
の
威
力
を
泊
ず
れ
ど
、
第
二
の
宮
は
堅
く
関
ぢ
て
民
理
を
し
て
其
門
前
に
迷
は
し
む
る

か
か
あ
レ
。
炉
一
か
宮
心
ん
ト
か
問
中
勘
九
い
い
W
D
L
V
、
和
勺
一
ん

V
Fか
仲
は
骨

p
wぃ
。
貯

。
。
。
。
。
。

一
の
宮
に
入
り
た
る
員
理
は
未
だ
以
て
其
人
を
生
か
し
む
る
も
の
に
あ
ら
ず
又
た
死
せ
し

む
る
も
の
に
あ
ら
ず
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
心
の
「
第
一
の
宮
」
と
は
、
他
者
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
心
の
世
界
、
つ

ま
り
社
会
的
行
為
と
し
て
外
部
に
表
顕
す
る
と
こ
ろ
の
心
の
世
界
で
あ
り
、
乙
れ
に
対
し
て
、

「
秘
宮
」
と
は
、
他
者
を
近
づ
け
な
い
ひ
っ
そ
り
と
し
た
心
の
世
界
で
あ
る
。
透
谷
は
、
乙
の

「
秘
宮
」
乙
そ
が
人
間
存
立
の
泉
盤
、
だ
と
し
、
伶
起
の
源
泉
を
そ
乙
に
求
め
て
い
る
。
「
都

宮
」
に
主
休
の
存
立
基
点
を
置
く
こ
の
立
場
は
、
そ
れ
が
他
者
を
予
想
し
な
い
心
の
世
界
で
あ

る
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
非
功
利
的
な
立
坊
を
立
味
す
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
秘
宮
」

に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
「
第
一
の
宮
」
に
判
断
や
行
為
の
基
点
を
置
く
者
は
、
他
者
(
世

間
)
を
の
み
判
断
・
行
為
の
標
準
と
す
る
い
わ
ゆ
る
功
利
の
徒
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
偽
善

者
」
(
「
小
善
小
仁
」
を
な
す
者
)
や

l
右
の
引
用
文
の
す
ぐ
前
に
彼
ら
へ
の
言
及
が
あ
る
。

ー
ー
、
「
今
の
世
の
真
理
を
泊
求
し
徳
を
修
す
る
も
の
」
に
対
す
る
透
谷
の
て
き
び
し
い
批
判

は
、
ま
さ
し
く
乙
の
点
を
突
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
内
面
主
義
は
、
ま
た
ク
エ
ー
カ
ー
の
、
神
に
由
来
し
人
簡
に
内
在
す
る
と
乙
ろ

の
「
内
な
る
光
」
|
|
乙
れ
は
、
各
人
の
体
験
に
即
し
て
「
内
な
る
キ
リ
ス
ト
」
、
「
キ
リ
ス

ト
の
種
」
、
「
各
人
の
う
ち
に
あ
る
神
的
な
も
の
」
と
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
る
。
ー
ー
を
唯
一

の
た
よ
り
と
し
て
物
を
考
え
事
を
決
し
て
い
乙
う
と
す
る
態
度
と
相
通
じ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
「
第
二
の
秘
宮
は
常
に
沈
異
に
し
て
無
言
」
と
い
う
表
現
も
、
神
を
求
め
る
た
め
に
「
戎

意
と
か
、
世
俗
的
な
刊
誌
み
、
慾
、
誇
り
、
邪
淫
と
い
う
よ
う
な
障
害
を
取
り
除
き
、
内
な
る

注
4

室
」
(
魂
)
の
静
寂
を
造
り
だ
そ
う
と
す
る
ク

ι
l
ヵ
l
の
志
向
と
一
致
し
て
い
る
。

「
秘
宮
」
の
観
念
と
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
と
の
問
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
密
接
な
問
述
が
認
め

ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
な
箇
所
は
、
果
し
て
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

人
に
は
各
自
に
何
事
か
の
秘
密
あ
る
も
の
な
り
と
は
詩
家
来
の
臼
ひ
し
一
一
品
な
る
が
、
恨

む
ら
く
は
此
一
吉
田
に
洩
る
h

も
の
〉
甚
だ
砂
な
る
を
。
一
二
口
ひ
難
き
に
あ
ら
ず
政
表
し
殺
き
に

あ
ら
ず
、
唯
だ
夫
れ
日
常
思
惟
す
る
と
乙
ろ
の
も
の
極
め
て
高
潔
な
る
事
あ
り
極
め
て
卑

下
な
る
事
あ
り
、
自
ら
責
め
自
ら
怒
り
自
ら
笑
ひ
自
ら
明
り
、
静
坐
す
る
時
限
目
す
る

時
、
談
笑
す
る
時
歩
行
す
る
時
、
一
々
そ
の
時
々
の
心
の
吠
あ
れ
ば
、
そ
の
中
に
何
事
か

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

自
ら
語
る
を
快
し
と
せ
ざ
る
も
の
な
き
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
俗
人
は
之
を
苛
は
ん
と
し
至

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

人
は
之
を
開
表
し
て
祉
づ
る
と
乙
ろ
を
知
ら
ず
、
俗
人
は
心
の
第
一
の
宮
に
於
て
之
を
ぷ

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

は
ん
事
を
計
策
す
、
故
に
巧
を
弄
し
て
自
ら
隠
出
す
る
と
乙
ろ
あ
る
な
り
、
然
れ
ど
も
至

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

人
は
之
を
第
二
の
心
宮
に
暴
露
し
て
人
の
縦
に
見
る
に
任
す
、
之
を
被
ふ
に
あ
ら
ず
之
を

3

3

3

3

0

0

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

-Fす
む
あ
ら
ず
、
其
天
主
の
悶
俊
た
る
や
何
人
を
も
何
物
を
も
敵
と
せ
ず
味
方
と
せ
ず
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

わ
が
秘
密
を
も
秘
密
と
す
る
の
念
は
あ
ら
ざ
る
な
り
、
然
り
所
か
る
至
人
の
域
に
詐
み
て

3

3

3

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

後
始
め
て
、
そ
の
秘
密
も
秘
密
の
質
を
町
民
じ
そ
の
定
業
も
匙
業
の
釘
を
失
ひ
、
限
悔
も
徴

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

悔
の
時
を
沿
ぎ
、
愛
者
も
憂
苦
の
坊
を
恥
じ
殺
人
町
村
知
の
大
罪
も
共
栄
を
い
机
ち
て
、
一
面

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

の
白
民
只
だ
自
然
の
美
あ
る
の
み
ぷ
あ
る
の
み
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

乙
れ
は
、
「
最
後
に
一
個
人
の
尤
も
安
く
尤
も
平
ら
か
な
る
と
乙
ろ
を
尋
ね
て
見
む
山
一
と
し

て
述
べ
ら
れ
た
的
所
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
安
心
立
命
の
境
地
が
乙
乙
に
示
さ
れ
て
い
る
。
野
山

嘉
正
氏
は
、
乙
の
箇
所
を
念
頭
に
白
い
て
、
「
透
谷
の
言
う
よ
う
な
『
自
力
』
で
理
想
境
に
到

達
し
て
『
至
人
』
に
な
る
と
い
う
信
仰
の
持
ち
方
は
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
修
養
の
概
念
に
近
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
己
、
「
『
秘
宮
』
と
し
て
立
て
ら
れ
た
内
部
世
界
が
伝
統
的
な
意
味
の
聖

隊
止
。

人
の
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
乙
と
は
明
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
己
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
な

お
考
慮
す
べ
き
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
、
首
肯
さ
れ
る
発
言
で
は
あ
る
ま
い
か
。

考
慮
す
べ
き
問
題
と
い
う
の
は
、
野
山
氏
の
場
合
、
透
谷
に
最
も
影
響
を
与
え
て
い
た
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
の
な
か
に
も
、
「
自

力
」
で
人
間
の
惑
や
罪
が
消
滅
し
得
る
と
い
う
透
谷
の
考
え
方
に
近
い
、
「
完
全
論
」
と
い
う
教

義
が
存
す
る
乙
と
で
あ
る
。
「
完
全
論
」
と
は
、
「
内
な
る
光
」
に
基
づ
く
「
闘
い
と
再
生
の

過
程
は
、
或
る
時
に
は
人
を
完
全
に
罪
か
ら
解
き
放
ち
、
少
な
く
と
も
一
時
的
に
は
人
を
完
全

注
6

の
状
態
に
お
く
と
乙
ろ
ま
で
進
め
得
る
」
と
い
う
教
義
で
あ
る
。
乙
の
教
義
は
、
罪
か
ら
完
全

に
自
由
に
な
る
乙
と
を
不
可
能
と
す
る
教
理
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
個
人
の
努
力

一3-



を
最
大
限
に
認
め
た
と
乙
ろ
に
そ
の
意
義
が
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
竹
村
氏
の
ク
エ
ー
カ
ー
の

信
仰
の
要
約
で
は
、
三
の
箇
所
に
乙
の
教
義
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
「
自
力
」
に
よ
る
悪
や

罪
の
消
滅
を
説
く
右
の
透
谷
の
文
章
は
、
お
そ
ら
く
ク
エ
ー
カ
ー
の
乙
の
教
義
を
意
識
に
お
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
「
完
全
論
」
は
、
受
け
と
め
方
に
よ
っ
て
は
、
東
洋
的
な
心
論
に
脱
し
、
キ

リ
ス
ト
教
と
し
て
の
意
義
を
失
う
危
険
性
の
あ
る
教
義
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、

乙
の
教
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
か
ら
、
神
と
人
と
の
絶
対
他
者
的
関
係
に
矛
盾
す
る
と
し
て
批

判
さ
れ
、
恩
寵
の
一
般
性
の
主
張
と
と
も
に
ク
エ
ー
カ
ー
迫
害
の
主
た
る
神
学
的
根
拠
で
あ
っ

尚
三
肉
，

た
と
い
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
側
で
も
、
乙
の
教
義
を
説
く
場
合
、
そ
う
し
た
批

判
や
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
「
完
全
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
十
分

な
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ハ
ワ

l
ド
・

H
・
プ
リ
ン
ト
ン
は
、
「
と
の
教
義
は
、
誤

解
さ
れ
易
い
。
完
全
と
い
う
の
は
、
自
己
満
足
の
静
止
状
態
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
更

に
成
長
を
望
み
得
る
ば
か
り
か
、
成
長
を
必
要
と
す
る
u
、
「
『
完
全
』
の
状
態
は
、
得
ら
れ

る
と
同
様
に
失
わ
れ
も
す
る
の
で
あ
る
U

と
い
い
、
さ
ら
に
「
完
全
と
は
、
与
え
ら
れ
た
光
の

持

u
u
n

分
(
我
ら
の
一
タ
ラ
ン
ト
)
に
応
じ
て
精
一
杯
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
以
と
も
い
う
。
ま
た
、

竹
村
氏
は
、
「
友
会
徒
は
単
純
に
完
全
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
完
全
へ
の
招
き
、
も
っ
と

き
び
し
く
い
え
ば
完
全
へ
の
は
げ
ま
し
と
い
ま
し
め
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か

れ
ら
も
、
現
実
の
人
間
の
姿
が
完
全
に
対
し
到
達
し
が
た
い
は
る
か
な
距
離
に
あ
る
乙
と
を
認

内
出

ud

め
る
口
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
ク
エ
ー
カ
ー
の
い
う
「
完
全
論
」
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
や
は
り
東
洋
的
な
意
味
で
の
聖
人
や
悟
り
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
一
線
を
画
し
て
い
よ
う
。
要
は
、
透
谷
が
こ
う
し
た
教
義
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
と
い

う
乙
と
で
あ
る
。

ク
エ
ー
カ
ー
の
こ
の
よ
う
な
「
完
全
論
」
に
対
し
て
、
右
に
引
用
し
た
透
谷
の
文
章
が
示
し

て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
単
純
な
完
全
論
で
あ
り
、
「
完
全
」
の
状
態
に
対
し
て
払
う
べ
き
注
意

を
、
そ
れ
は
全
く
欠
い
て
い
る
。
人
間
の
惑
や
罪
の
消
滅
に
関
す
る
透
谷
の
発
想
は
、
ク
エ
ー

カ
ー
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
て
も
著
し
く
楽
天
的
で
あ
っ
て
、
神
と
人
間
と
の
不
可
測
の
距
離

に
対
す
る
恐
れ
は
少
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
「
完
全

論
」
と
の
関
連
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
透
谷
の
そ
乙
で
の
発
想
は
、
や
は
り
野
山
氏
が
指
摘
怠

れ
て
い
る
よ
う
に
「
む
し
ろ
伝
統
的
な
修
養
の
概
念
」
に
近
く
、
「
伝
統
的
な
意
味
の
聖
人
の

心
」
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
乙
と
は
、
ク
ェ

1
カ
リ
ズ
ム
と
そ
の
受
容
基
盤
た
る
透
谷
の
伝
統
的
素
地
と
の
短

絡
と
い
っ
た
事
態
を
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
透
谷
は
、
心

そ
の
も
の
を
絶
対
化
す
る
伝
統
的
な
心
論
と
自
ら
の
「
心
」
霊
視
説
と
を
区
別
し
て
、
そ
れ
が

あ
く
ま
で
も
心
と
他
者
な
る
神
と
の
応
答
的
関
係
を
重
ん
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
に
立
つ
も

の
で
あ
る
と
と
を
表
明
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
乙
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
、
ク
エ
ー
カ
ー

の
「
完
全
論
」
に
対
し
て
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
う
し
た
短
絡
的
な
発
想
が
現
わ
れ
て
く
る
と
乙
ろ
に
、
透
谷
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
ク
エ
ー
カ
ー
の

「
完
全
論
」
に
対
す
る
理
解
の
不
徹
底
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
問
題
は
、
さ
ら

に
そ
の
理
解
の
不
徹
底
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
が
ど
乙
に
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
乙
と
で
あ

る
。
私
に
は
、
そ
の
直
接
の
原
因
を
「
秘
宮
」
の
成
立
事
情
に
求
め
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
秘
宮
」
が
ク
ェ

1
カ
リ
ズ
ム
の
み
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
は

な
く
、
さ
ら
に
あ
る
伝
統
的
な
観
念
を
媒
介
と
し
て
い
た
が
故
に
、
そ
の
混
乱
が
生
じ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
「
一
個
人
の
尤
も
安
く
尤
も
平
ら
か
な
る
と
乙
ろ
」
を
説
い
た
透
谷
の
文
字

に
お
い
て
、
乙
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
内
実
は
、
そ
の
伝
統
的
な
観
念
に
引
か
れ
て
足
を
掬

わ
れ
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
乙
で
、
改
め
て
そ
の
透
谷
の
文
章
に
立
ち
帰
り
、
そ
乙
に
う
か
が
わ
れ
る
彼
の
伝

統
的
な
素
地
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。
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「
一
個
人
の
尤
も
安
く
尤
も
平
ら
か
な
る
」
境
地
に
到
る
方
法
と
し
て
、
透
谷
が
そ
乙
で
重

視
し
て
い
る
の
は
、
「
自
ら
責
め
自
ら
怒
り
自
ら
笑
ひ
自
ら
閉
り
、
静
坐
す
る
時
限
目
す
る

時
、
談
笑
す
る
時
歩
行
す
る
時
、
」
の
「
一
々
そ
の
時
々
の
心
の
状
」
、
つ
ま
り
心
に
生
起
す
る

様
々
な
想
念
(
情
意
)
に
、
ど
う
処
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
乙
の
点
に
つ
い

て
、
透
谷
は
、
「
俗
人
」
と
「
至
人
」
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
「
俗
人
は
之
を
澄
は
ん
と
し
至

人
は
之
を
開
表
し
て
耽
づ
る
と
乙
ろ
を
知
ら
ず
、
俗
人
は
心
の
第
一
宮
に
於
て
之
を
管
は
ん
事

を
計
策
す
、
故
に
巧
を
弄
し
て
自
ら
隠
思
す
る
と
こ
ろ
あ
る
な
り
、
然
れ
ど
も
至
人
は
之
を
第

二
の
心
宮
に
暴
露
し
て
人
の
縦
に
見
る
に
任
す
、
之
を
被
ふ
に
あ
ら
ず
、
之
を
示
す
に
あ
ら

ず
、
立
ハ
天
異
の
悶
慢
た
る
や
何
人
を
も
何
物
を
も
敵
と
せ
ず
味
方
と
せ
ず
、
わ
が
秘
密
を
も
秘

密
と
す
る
念
は
あ
ら
ざ
る
な
り
、
」
と
述
べ
て
い
る
。

心
に
生
起
す
る
様
々
な
想
念
の
中
に
は
、
「
自
ら
語
る
を
快
し
と
せ
ぎ
る
も
の
な
き
能
は
」

ざ
る
が
故
に
、
「
俗
人
」
は
乙
れ
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
限
蔽
が
「
心
の
第

一
宮
」
に
お
い
て
計
策
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
「
心
の
第
一
宮
」
が
「
人
の
来
り
回
る
事
を

許
」
し
「
鹿
世
の
泊
を
諮
じ
」
る
世
界
で
あ
る
乙
と
か
ら
い
っ
て
、
「
俗
人
」
の
道
徳
的
基
準



が
他
者
(
世
間
)
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
彼
ら
の
偽
善

や
自
己
欺
蹄
が
生
じ
て
く
る
わ
け
だ
が
、
乙
れ
に
対
し
て
、
「
至
人
」
は
、
赤
裸
々
に
現
わ
れ

る
自
己
の
想
念
を
隠
蔽
す
る
こ
と
な
く
、
「
第
二
の
心
宮
」
に
開
表
し
暴
露
す
る
の
で
あ
る
。

「
第
二
の
心
宮
」
が
「
各
人
之
に
繍
し
て
容
易
に
人
を
、
近
」
づ
け
な
い
世
界
、
つ
ま
り
他
者
の

あ
ず
か
り
知
ら
な
い
世
界
で
あ
る
乙
と
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
「
至
人
」
の
あ
り
ょ
う
は
、
赤
裸

々
に
現
わ
れ
る
自
己
の
想
念
を
、
他
者
の
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
「
秘
官
」
に
お
い
て
さ
え
も
、

欺
く
こ
と
な
く
直
視
し
て
い
か
ん
と
す
る
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
後
半
の
「
人
の
縦
に
見
る

に
任
す
、
之
を
被
ふ
に
あ
ら
ず
之
を
示
す
に
あ
ら
ず
」
云
々
の
表
現
は
難
解
だ
が
、
そ
れ
は
、

お
そ
ら
く
〈
他
者
の
眼
を
恐
れ
ず
、
自
己
隠
蔽
や
自
己
弁
護
を
排
し
、
「
秘
宮
」
に
お
け
る
偽

り
飾
る
乙
と
の
な
い
自
己
の
あ
り
ょ
う
を
工
夫
の
唯
一
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
く
V
、
こ
う

し
た
「
至
人
」
の
態
度
を
な
味
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

如
上
が
透
谷
の
説
く
と
乙
ろ
だ
が
、
乙
れ
は
、
『
大
学
』
の
次
の
よ
う
な
手
勾
と
ほ
ぼ
重
な

っ
て
い
る
。
小
人
閉
居
し
て
不
善
を
為
せ
ば
、
至
ざ
ら
る
所
無
し
。
君
子
を
見
て
后
欣
然
と
し
て
其
の

不
善
を
杓
ひ
て
、
其
の
詳
を
若
は
す
。
人
の
己
を
閥
る
乙
と
、
其
の
肺
肝
を
見
る
如
く
然

れ
ば
、
則
ち
何
の
往
必
の
り
ん
。
比
言
語
な
れ
ば
外
に
形
は
る
と
詰
ふ
。
故
に
君
子

は
必
ず
其
の
濁
を
憎
む
。

「
独
」
と
は
、
「
人
の
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
己
の
濁
り
知
る
所
の
地
」
(
朱
子
注
)
で
あ

る
。
乙
れ
は
、
「
各
人
之
に
繍
し
て
容
易
に
人
を
近
」
づ
け
な
い
と
さ
れ
る
「
秘
宮
」
の
一
面

の
性
質
と
一
致
す
る
。
そ
れ
に
、
「
小
人
」
が
「
陰
に
不
善
を
篤
し
て
、
陽
に
之
を
税
は
ん
と

欲
す
る
」
(
朱
子
注
)
の
に
対
し
て
、
「
君
子
」
は
「
人
の
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
己
の
濁
り

知
る
所
の
地
」
に
お
い
て
恨
み
、
以
て
人
欲
の
幾
を
谷
町
公
す
る
、
と
い
う
乙
の
章
匂
の
内
容
は
、

透
谷
の
い
う
「
俗
人
」
と
「
至
人
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
よ
う
に
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
よ
う
。

『
大
学
』
の
な
か
に
は
、
ま
た
「
慎
独
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
章
勾
も
あ
る
。

所
詰
其
の
意
を
誠
に
す
と
は
、
白
ら
欺
く
傍
き
な
り
。
悪
臭
を
恵
む
が
如
く
し
、
好
色
を

好
む
が
如
く
す
。
比
を
之
れ
自
ら
謙
く
す
と
謂
ふ
。
故
に
君
子
は
必
ず
其
の
濁
を
恨
む
な

hυ

。

以
下
は
、
乙
れ
に
対
す
る
朱
子
の
注
の
一
部
で
あ
る
。

言
ふ
乙
ζ

ろ
は
、
自
ら
は
川
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
普
を
篤
し
て
以
て
其
の
悪
を
去
る
を
知

れ
ば
、
則
ち
誌
に
貨
に
其
の
力
を
用
ひ
て
其
の
自
ら
欺
く
を
禁
止
し
、
其
の
窓
を
恵
む
は

則
ち
怒
臭
を
恵
む
が
如
く
し
、
菩
を
好
む
は
則
ち
好
色
を
好
む
が
如
く
し
、
地
日
務
め
て
決

去
し
て
、
求
む
れ
ば
必
ず
之
を
得
て
、
以
て
自
ら
己
に
快
足
せ
し
む
べ
し
、
徒
ら
に
椅
且

以
て
外
に
向
ひ
て
人
の
鴛
に
す
可
か
ら
ず
、
と
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
質
と
不
質
と
は
、

登
し
他
人
の
知
る
に
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
己
濁
り
之
を
知
る
有
る
者
な
り
。
故
に
必
ず

之
を
此
に
謹
み
、
以
て
其
の
幾
を
審
か
に
す
。

「
独
」
の
境
地
と
は
、
「
徒
ら
に
荷
且
以
て
外
に
向
ひ
て
人
の
篤
に
」
す
る
の
で
は
な
く
、

「
た
だ
自
己
の
内
な
る
道
徳
性
に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
自
己
の
み
を
問
題
と
し
、
そ
の
よ
う

注

u

な
自
己
に
お
い
て
の
道
徳
性
を
維
持
」
し
て
い
か
ん
と
す
る
立
場
を
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
独
」
の
境
地
は
、
外
を
の
み
標
準
と
し

λの
為
に
す
る
功
利
的
な
立
場
に
対
し
て
い
え

自

ば
、
「
反
功
利
的
、
内
的
、
原
理
的
な
立
場
」
と
な
る
。
「
秘
官
」
が
非
功
利
的
な
内
面
の
原

理
と
し
て
立
て
ら
れ
た
製
品
で
あ
る
乙
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
析
が
、
乙
う
し
た
実

質
面
に
お
い
て
も
、
「
秘
宮
」
と
「
独
」
の
境
地
と
は
相
通
う
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
「
人
の
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
己
の
濁
り
知
る
所
の
地
」
と
さ
れ
る
「
独
」
の
観
念

は
、
乙
れ
に
対
す
る
人
他
者
も
と
も
に
知
る
所
V
と
い
う
よ
う
な
観
念
|
|
王
陽
明
は
、
こ
れ

を
「
人
の
共
に
知
る
所
」
と
い
う
。
ー
ー
を
前
提
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
「
独
」
に
対
す
る

乙
の
観
念
は
、
透
谷
の
い
う
「
秘
宮
」
に
対
す
る
心
の
「
第
一
の
宮
」
(
「
人
の
探
り
翻
る

事
を
許
」
し
、
「
庭
世
の
越
を
諮
」
ず
る
心
の
世
界
、
つ
ま
り
社
会
的
行
為
と
結
び
つ
く
心
の

世
界
)
と
照
応
し
て
い
る
。
「
独
」
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
観
念
を
内
化
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち

行
為
と
直
接
結
び
つ
く
内
な
る
精
神
の
あ
り
ょ
う
を
想
定
す
れ
ば
、
心
の
「
第
一
の
宮
」
と
い

う
観
念
が
生
じ
て
く
る
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
「
第
一
の
宮
」
と
「
秘
宮
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
性
質
の
一
面
を
、
他
者
も
と
も
に
知
る
世
界
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
説
く
、

透
谷
の
乙
の
発
想
法
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
儒
教
的
思
惟
と
の
関
連
を
物
語
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。さ
ら
に
い
え
ば
、
透
谷
は
、
個
人
の
修
養
の
方
法
と
し
て
、
赤
裸
々
に
現
わ
れ
る
自
己
の
想

念
を
直
視
し
て
い
か
ん
と
す
る
態
度
を
重
視
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
乙
れ
は
、
ま
た
、
「
慎

独
」
の
工
夫
と
相
通
じ
て
い
る
。
「
慎
独
」
と
は
、
幽
暗
細
微
な
意
識
の
内
部
に
お
け
る
人
欲

き
ざ
し

の
「
幾
」
(
『
易
』
の
乙
と
ば
。
絶
対
静
か
ら
勤
に
転
じ
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
お
け
る
窓
識
・

事
象
の
微
分
片
。
)
を
綿
密
に
観
察
す
る
と
い
う
「
誠
意
」
の
工
夫
な
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け

「
秘
宮
」
が
自
己
の
想
念
を
直
視
す
る
場
と
し
て
発
想
さ
れ
て
い
る
乙
と
は
、
「
慎
独
」
に
お

け
る
「
独
」
の
世
界
が
幽
暗
細
微
な
意
識
の
世
界
で
あ
る
乙
と
と
一
致
し
て
い
る
。
「
明
治
文

皐
管
見
」
の
な
か
に
は
、
「
罪
、
恵
、
活
失
等
の
形
を
呈
せ
ざ
る
内
部
の
人
生
に
於
て
、
欲
と

正
義
と
相
臨
ひ
つ
』
あ
る
事
は
、
初
く
も
人
生
を
観
察
す
る
に
依
く
べ
か
ら
ざ
る
要
防
な
り
u

(
傍
点
、
筆
者
)
と
い
う
透
谷
の
言
葉
も
見
ら
れ
る
。

ζ

の
「
内
部
の
人
生
」
が
「
秘
宮
」
の

世
界
で
あ
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
罪
、
窓
、
遁
失
等
の
形
を
呈
せ
ぎ
る
内
部
の
人
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生
」
と
は
、
そ
れ
が
幽
暗
細
微
な
意
識
の
世
界
で
あ
る
乙
と
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
『
中

庸
』
の
「
隠
れ
た
る
よ
り
見
は
る
る
は
葵
く
、
微
か
な
る
よ
り
鮪
か
な
る
は
哀
し
。
故
に
君
子

は
其
の
濁
を
慎
む
な
り
U

に
対
す
る
朱
子
の
注
に
は
、
「
幽
暗
の
中
、
細
微
の
事
、
跡
恥
か
払

か
九
げ
が
b
掛
か
卦
小
冊
和
J
b
心
掛
ト
」
、

'N
机f
M
J
M
F
h』
同
附
ト

V
「ひか礼
r
h
J
4
U
小机
x
h
w
除
、
則
ち
是
れ
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天
下
の
事
、
著
見
明
顕
な
る
乙
と
此
れ
よ
り
過
ぐ
る
者
有
る
無
い
叫
(
傍
点
、
筆
者
〉
云
々
と

あ
る
。こ
れ
ら
の
乙
と
か
ら
い
っ
て
、
「
秘
宮
」
が
儒
教
の
「
独
」
の
観
念
を
素
地
と
し
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
疑
い
得
な
い
よ
う
に
息
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
透
谷
に
は
、
自
己
の
赤
裸
々
な
想
念
を
、
「
秘
宮
」
に
お
い
て
開
表
暴
露
し
て

い
く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
罪
や
怒
の
消
滅
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
思
惟
が
さ
ら
に
存
す
る
。
罪

や
惑
の
消
滅
が
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
、
そ
の
原
理
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
と
も
か

く
こ
の
透
谷
の
思
惟
が
、
「
秘
宮
」
に
具
わ
る
神
秘
的
な
働
き
へ
の
絶
対
的
信
頼
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
越
谷
に
特
徴
的
な
「
秘
宮
」
に
お
け
る
想
念
開
放
の
イ

メ
ー
ジ
も
、
乙
の
信
頼
に
基
づ
く
発
想
と
見
ら
れ
る
。
「
秘
宮
」
へ
の
絶
対
的
信
頼
に
基
づ
く

こ
の
よ
う
な
透
谷
の
思
惟
は
、
朱
子
が
「
慎
独
」
の
工
夫
を
単
に
人
欲
を
過
め
る
工
夫
と
す
る

の
と
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
朱
予

は
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
省
察
克
治
の
工
夫
に
対
し
て
、
さ
ら
に
、
天
理
を
存
す
る
工
夫
、
女

な
わ
ち
心
の
未
だ
発
し
な
い
時
の
居
敬
の
工
夫
の
必
要
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
と
な
る
た

め
に
各
桓
の
工
夫
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
う
し
た
思
惟
方
法
は
、
透
谷
と
は
無
縁
で
あ
る
。
ま

た
、
朱
子
に
は
、
「
人
欲
を
将
に
加
さ
ん
と
す
る
に
沿
め
て
、
」
(
前
掲
、
『
中
府
』
の
「
悦

独
」
に
関
し
た
章
句
に
対
す
る
朱
子
注
)
と
い
っ
た
表
現
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
一

念
の
動
き
を
も
人
欲
と
し
て
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
リ
ゴ
リ
ズ
ム
が
存
す
る
。
乙
の
点
も
、
透
谷

に
見
ら
れ
る
想
念
開
放
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
相
容
れ
な
い
。

さ
て
、
そ
乙
で
、
透
谷
に
お
け
る
「
独
」
の
理
解
の
背
景
が
さ
ら
に
問
わ
れ
て
く
る
わ
け
だ

が
、
そ
れ
は
、
や
は
り
陽
明
学
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

正
之
問
ふ
、
戒
隠
は
是
れ
己
の
知
ら
ざ
る
所
の
時
の
工
夫
に
し
て
、
院
濁
は
足
れ
己
濁
り

知
る
所
の
時
の
工
夫
な
り
、
と
。
此
の
設
如
何
、
と
。
先
生
日
く
、
只
だ
是
れ
一
箇
の
工

夫
な
り
。
事
無
き
時
は
回
よ
り
是
れ
周
り
知
る
。
事
有
る
時
も
亦
是
れ
抑
制
り
知
る
。
人
若

し
比
の
濁
り
知
る
の
地
に
於
て
力
を
用
ふ
る
を
知
ら
ず
し
て
、
只
だ
人
の
共
に
知
る
所
の

庭
に
在
っ
て
功
を
用
ひ
ぱ
、
使
ち
是
れ
け
を
作
す
な
り
。
便
ち
是
れ
君
子
を
見
て
市
る
後

厭
然
た
る
な
り
。
此
の
濁
り
知
る
の
隠
は
使
ち
是
れ
誠
の
萌
芽
な
り
。
此
の
底
は
善
念
・

思
念
を
論
ぜ
ず
、
更
に
虚
段
無
し
。
一
是
な
れ
ば
百
是
な
り
。
一
錯
れ
ば
百
錯
る
。
正
に

是
れ
王
覇
・
義
利
、
誠
偽
・
善
慈
の
界
頭
な
り
。
比
に
於
て
一
立
し
て
立
ち
定
れ
ば
、
使

ち
是
れ
本
を
端
し
源
を
澄
ま
す
な
り
、
使
ち
是
れ
誠
を
立
つ
る
な
り
。
古
人
の
許
多
の
向
付

に
誠
あ
る
工
夫
の
、
精
神
命
除
の
全
箆
は
、
只
だ
此
の
隠
に
在
り
。
兵
に
是
れ
、
見
は
る

』
は
葉
く
、
開
制
か
な
る
は
英
き
、
な
り
。
時
と
無
く
庭
と
無
く
、
終
無
く
始
無
く
、
只
だ
恥
争
』
民
d
w

是

れ

此

の

箇

の

工

夫

な

り

。

(

『

伝

留

録

』

巻

上

、

士

二

急

l

乙
の
よ
う
に
、
陽
明
は
、
独
り
知
る
の
境
地
乙
そ
が
工
夫
の
根
本
で
あ
る
と
し
、
独
り
知
る

所
に
お
い
て
現
わ
れ
て
く
る
赤
裸
々
な
自
己
の
想
念
を
直
視
し
て
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
修
行

す
べ
き
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
は
、
嘘
偽
り
の
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
が
一
応
肯
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
巴
発
の
心
に
本
源
を
求
め
る
陽
明
の
場
合
、
「
独
」
〈
「
独
知
」
)
は

「
良
知
」
と
解
さ
れ
る
が
故
に
、
「
慎
独
」
と
は
、
要
す
る
に
致
良
知
の
工
夫
に
ほ
か
な
ら

ず
、
単
に
人
欲
を
山
泊
め
る
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
工
夫
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

「
独
」
の
地
に
お
い
て
、
昭
明
豆
党
な
る
わ
が
心
の
良
知
が
ひ
と
た
び
自
党
さ
れ
る
な
ら
ば
、

人
欲
に
発
す
る
覇
・
利
・
偽
・
悪
は
、
お
の
、
す
か
ら
雲
散
霧
消
す
る
と
い
う
の
が
、
陽
明
学
的

な
考
え
方
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
透
谷
の
「
秘
宮
」
論
は
、
こ
う
し
た
陽
明
学
的
な
思
惟

の
格
造
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
透
谷
が
、
「
狭
穿
な
る
行
為
の
抑
制
」
を
き
ら

い
、
「
天
兵
員
法
る
」
自
己
の
あ
り
ょ
う
を
強
調
し
て
い
る
点
は
、
主
を
き
ら
い
、
偽

り
飾
る
乙
と
の
な
い
生
の
ま
ま
の
自
己
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
く
陽
明
学
左
、
派
(
現
成
派
)

の
思
想
傾
向
と
一
脈
相
通
う
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
「
秘
宮
」
は
、
陽
明
学
的
理
解
に
基
づ
く
「
独
」
の
観
念
を

素
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
観
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
「
一
個
人
の
尤
も
安
く
尤
も
平
ら
か
な

る
と
こ
ろ
」
を
説
い
た
透
谷
の
あ
の
文
章
は
、
「
秘
宮
」
の
形
成
に
関
わ
る
こ
う
し
た
彼
の
伝

統
的
索
地
を
滋
密
に
う
か
が
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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(
四
)

む
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
「
秘
宮
」
が
儒
教
的
な
通
念
や
良
知
説
の
単
な
る
適
別
で
あ
る
こ

と
を
、
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
秘
官
己
に
は
、
二
平
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ク
エ
ー
カ

ー
の
神
秘
主
義
の
特
色
を
示
す
、
神
の
顕
現
の
場
(
m
L

足
そ
待
望
す
る
場
)
と
し
て
の
性
質
が

さ
ら
に
付
加
さ
バ
ベ
ん
目
的
ド
「
秘
宮
」
の
乙
の
性
質
は
、
ク
エ
ー
カ
ー
の
い
う
、
人
間
に
内
在

す
る
と
乙
ろ
の
「
内
な
る
光
」
が
、
啓
示
的
、
超
自
然
的
な
も
の
で
あ
る
乙
と
と
一
致
す
る
。

「
内
な
る
光
」
は
、
宅
一
時
一
叫
す
な
わ
ち
神
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
良
心
と
は
異
な

る
。
「
問
宮
」
の
神
秘
性
が
こ
う
し
た
性
質
の
も
の
と
し
て
発
想
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
「
秘

官
己
は
、
天
理
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
の
本
来
的
な
心
情
を
指
す
「
良
知
」
と
区
別
さ
れ
る
。



そ
れ
に
、
乙
の
点
は
、
ま
た
、
自
ら
の
「
心
」
重
視
説
が
、
心
と
他
者
な
る
神
と
の
応
答
的
関
係

を
重
ん
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
心
そ
の
も
の
を
絶
対
化
す
る
伝
統
的

な
心
論
と
は
あ
く
ま
で
も
区
別
さ
れ
る
、
と
す
る
透
谷
自
身
の
主
張
を
裏
付
け
て
も
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
考
慮
し
て
い
え
ば
、
「
秘
宮
」
は
、
陽
明
学
的
理
解
に
基
づ

く
「
独
」
の
観
念
を
媒
介
に
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
ク
ェ

l
カ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
変
質
|
|
そ

乙
に
は
、
な
お
不
徹
底
な
面
も
残
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
ー
ー
さ
せ
て
い
っ
た
と
乙
ろ
に
成

立
し
た
観
念
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
よ
っ
て
伝
統
的
思
惟
を
革
新
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
「
秘
宮
」

形
成
の
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
透
谷
に
と
っ
て
、
思
想
的
に
は
ど
う
い
う
意
味
を
担
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

心
そ
の
も
の
を
絶
対
化
す
る
伝
統
的
な
心
論
に
対
し
て
、
透
谷
が
警
戒
し
た
の
は
、
そ
れ
が

無
際
限
な
自
己
肯
定
を
引
き
起
こ
す
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て

問
も
な
い
頃
の
透
谷
の
文
章
に
は
、
人
問
の
情
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
認
識
が
示
さ
れ
て
い

る。

既
に
情
は
自
然
の
力
な
り
と
認
め
得
な
ば
、
余
は
寧
ろ
情
の
伴
檎
と
な
り
情
の
矯
め
に
死

罪
に
行
は
る
h

と
も
怠
毛
も
い
と
ふ
ま
じ
、
何
と
な
れ
ば
自
然
は
一
仰
の
た
ま
も
の
な
れ
ば

な
り
、
一
附
も
《
能
く
》
情
の
閉
山
き
を
許
し
た
ま
ふ
ぺ
し
、

(
明
治
初
年
ロ
月
日
比
日
付
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
草
稿
)

乙
乙
に
は
、
神
の
権
威
に
よ
る
、
情
欲
の
一
切
肯
定
が
見
ら
れ
る
。
乙
の
時
期
の
透
谷
の
思
惟

に
、
乙
う
し
た
し
た
た
か
な
自
己
肯
定
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
注
意
さ
れ
よ
う
。

む
ろ
ん
、
透
谷
は
、
そ
の
考
え
方
が
放
怒
な
生
き
方
と
結
び
つ
く
危
険
性
に
対
し
て
、
無
自

覚
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
同
じ
舎
筒
中
に
は
、

去
れ
ど
若
し
一
方
か
ら
考
へ
て
人
と
人
と
の
悶
係
を
推
窮
し
た
な
ら
情
と
云
ふ
も
の
に
制

限
を
立
て
ね
ば
な
ら
ん
慾
に
も
き
ま
り
を
つ
け
な
け
り
ゃ
い
か
ん
、
人
類
の
目
的
を
定
め

得
た
な
ら
ば
此
問
題
は
直
き
に
別
か
る
は
な
し
だ
、

と
あ
り
、
情
欲
の
一
切
肯
定
と
い
っ
た
考
え
方
は
、
乙
乙
に
、
一
応
客
体
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
な
お
注
目
さ
れ
る
乙
と
に
、
こ
の
よ
う
な
透
谷
の
自
己
対
象
化
が
、
さ
ら
に
壮
士

批
判
へ
と
転
じ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。

利
は
人
情
の
至
性
な
り
、
慾
は
枇
界
の
流
動
体
な
り
、
利
は
海
に
し
て
慾
は
陸
な
り
、
世
の

紅
土
は
ロ
に
利
を
難
じ
慾
を
谷
む
る
も
、
其
利
の
矯
め
に
世
を
救
は
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
、

思
の
矯
め
に
自
ら
責
め
ら
る
』
を
悟
ら
ざ
る
な
り
、
比
際
に
立
っ
て
陥
然
、
俗
界
を
脱
す
る

芸
評
の
兄
弟
あ
り
て
、
利
の
制
ぞ
設
け
慾
の
境
そ
定
む
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
治
主
た
る
天
下

の
悪
弊
は
、
風
濡
訊
雷
の
宛
勢
を
以
て
、
日
本
の
好
天
地
を
破
壊
し
去
ら
ん
と
す
、

(
明
治
幻
年
1
月
幻
日
付
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
)

ま
た
、
乙
れ
と
同
じ
書
簡
中
に
は
、
「
余
は
自
に
彼
等
の
放
縦
に
し
て
共
に
計
る
に
足
ら
ざ
る

を
知
り
悦
然
と
し
て
自
ら
其
群
を
逃
れ
た
り
、
」
(
傍
点
、
筆
者
)
と
い
っ
た
発
言
も
見
ら
れ

る
。
壮
士
連
の
「
放
縦
」
で
粗
忽
な
精
神
の
あ
り
ょ
う
を
批
判
し
て
、
「
利
の
制
を
設
け
慾
の

墳
を
定
」
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
と
の
透
谷
の
壮
士
批
判
は
、
前
述
し
た
彼
の
自
己

対
象
化
と
同
じ
思
惟
の
か
た
ち
を
示
し
て
い
よ
う
。
乙
の
乙
と
は
、
そ
の
壮
士
批
判
が
、
同
時

に
透
谷
の
自
己
批
判
で
あ
っ
た
と
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
ま
た
、
情
欲
の
一
切
肯
定
と
い
っ
た

し
た
た
か
な
自
己
肯
定
が
、
単
に
彼
国
有
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
自
由
民
権
を
問
え
た
壮

士
一
般
に
通
ず
る
精
神
状
況
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
、
そ
れ
は
さ
ら
に
物
語
っ
て
い

る
。
透
谷
は
、
乙
う
し
た
地
点
か
ら
、
そ
の
克
服
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
求
め
て
い
る
の
で

士
山
ヲ
心
。
従
っ
て
、
自
己
を
合
め
た
自
由
民
権
家
一
般
に
見
ら
れ
る
、
畑
山
際
限
な
自
己
肯
定
(
自
我
の

絶
対
化
)
と
い
っ
た
精
神
状
況
を
、
い
か
に
克
服
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
、
透
谷
の
思
想
的

課
題
は
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
彼
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
、
こ
う
し
た
内
面
追
求
の

極
に
呼
び
込
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
よ
っ
て
伝
統
的
思
惟
を
革
新
し
て
い
乙
う
と
す
る
、
「
秘
官
」
形
成
の

あ
の
あ
り
方
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
担
っ
て
い
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
秘

宮
」
は
、
ま
さ
し
く
情
欲
を
純
化
し
、
そ
の
「
制
限
」
と
「
き
ま
り
」
そ
も
ち
き
た
す
原
理
で

t
E
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コ
:
、
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H
U刊
#
~
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H

，
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(
注
)

1
、
「
『
文
限
界
』
と
そ
の
時
代
上
」
(
明
治
合
院
、
昭
引
で

1
)

2
、
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」
〈
『
近
代
文
学
試
論
』
第

時
号
、
昭
臼
・
日
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3
、
『
ク
エ
ー
カ
ー
の
信
仰
の
本
質
』
(
基
督
友
会
日
本
年
会
刊
、
昭
お
・
日
〉
花
頁
。

4
、
ハ
ワ

l
ド・

H
・
プ
リ
ン
ト
ン
『
ク
エ
ー
カ
ー
一
ニ
百
年
史
ー
ー
そ
の
信
仰
の
本
質
と
実
践

ー
!
』
(
高
橋
雪
子
訳
、
基
守
友
会
日
本
年
会
刊
、
昭
お
・
日
)
叫
頁
。

5
、
「
『
内
部
生
命
論
』
に
お
け
る
世
界
像
の
変
質
|
|
透
谷
試
論
|
|
」
(
初
出
『
閏
語
と

国
文
学
』
昭
円
相
・

8
1
9
、
日
本
文
学
研
究
資
料
襲
警
『
北
村
透
谷
』
所
収
)

6
、
(
注
4
)
に
同
じ
。
冗
頁
。



7
、
(
注
3
〉
に
同
じ
。
必

i
u頁。

8
、
(
注
4
〉
に
同
じ
。

n
l
n頁。

9
、
(
注
3
)
に
同
じ
o
U
頁。

m、
訓
読
は
、
赤
坂
忠
『
大
学
・
中
府
』
(
新
釈
渓
文
大
系
、
明
治
舎
院
、
昭
必
・

4
)
に
よ

る
。
以
下
、
『
中
府
』
の
章
句
に
対
す
る
朱
子
注
以
外
の
訓
読
は
、
す
べ
て
と
れ
に
よ
る
。

u、
島
田
慶
次
『
大
学
・
中
間
』
(
朝
日
新
聞
社
、
昭
M
M

・

-v

ロ
、
(
注
目
)
に
同
じ
。

目
、
桶
谷
秀
昭
氏
は
、
「
虚
相
に
つ
い
て
|
|
近
代
文
学
の
表
現
l
|」
(
『
現
代
文
学
講
座

3
』
所
収
、
至
文
堂
、
昭
印
・

1
)
に
お
い
て
、
二
葉
亭
の
「
正
直
」
が
儒
教
の
「
誠
意
」

「
慎
独
」
と
い
っ
た
言
葉
を
契
機
に
自
覚
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に

透
谷
に
触
れ
て
、
「
何
よ
り
も
こ
の
非
功
利
的
な
内
面
の
原
理
(
注
、
「
独
」
の
境
地
を
指

す
。
)
は
、
透
谷
が
『
心
宮
内
の
秘
官
』
と
い
い
、
『
想
世
界
』
と
呼
ん
だ
も
の
に
ほ
と
ん

ど
重
な
る
と
い
っ
て
い
い
。
」
と
い
っ
た
示
唆
を
、
す
で
に
投
げ
か
け
て
お
ら
れ
る
。

u、
訓
読
は
、
(
注
U
)
に
よ
る
。

日
、
訓
読
は
、
近
藤
康
信
『
伝
習
録
』
(
新
釈
渓
文
大
系
、
明
治
書
院
、
昭
お
・

9
〉
に
よ

る。

椅
注
、
透
谷
文
の
引
用
は
、
す
ぺ
て
明
治
文
学
全
集
m
U

『
北
村
送
谷
集
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、

旧
漢
字
等
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
印
刷
の
都
合
上
、
一
部
改
め
た
所
が
あ
る
。
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